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出前講座 始まる 北陸電工安全衛生協議会 事業主研修会 

当協会の新規事業として始めました「安全衛生出前講座 産業安全衛生運動 百年の軌跡」に

早速、北陸電気工事(株)金沢支店からお申し込みをいただき、第 1 回出前講座が令和 2 年 10 月

23 日(金)に午後４時から５時まで１時間の講演となりました。会場は、新型コロナウィルス感染症対

策で座席は３人掛けに一人、講師はアクリル板に囲まれた講演席でした。 

 

10 月 23 日(金)にＫＫＲホテル金沢（金沢市大手町 2-32）において開催されました北陸電工安全

衛生協議会 事業主研修会には、金沢地域の電気工会社の経営者３８名が参加していました。 

 

北陸電気工事(株)金沢支店の寺松支店長の挨拶のあと、その講演として「産業安全衛生運動 百

年の軌跡」の演題で当協会専務理事の西坂正彦が産業安全衛生の百年の歴史を説明しました。 

 

明治産業革命と労働災害の始まり、「安全第一」の産声から未来志向の安全管理へと続きました。 
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「産業安全衛生運動 百年の軌跡」講演の主な内容 

 

Ｓａｆｔｙ Ｆｉｒｓｔの標語は、米国ＵＳスチール社のゲーリー会長から日本の古川鉱業足尾銅山へ 

 

大正時代は、安全第一運動が安全週間が企業から業界へ地域へ全国へ広がっていく時代でした。 

 

 

ハインリッヒの法則などの理論やリミットスイッチなど安全技術も進歩し、産業安全衛生展覧会も開催 
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戦後の産業復興とともに安全連絡会や安全パトロール、国鉄のＡＴＳ開発、安全工学の発達も 

 

 

ＫＹ活動、４Ｓ運動、ゼロ災運動、ヒヤリハット運動、リスクアセスメントなど多様な安全衛生活動 

 

未来は機械と人間が融合一体となった安全管理で産業投資が進むＳａｆｔｙ2.0の産業現場へ 

 


